
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で

活
躍
す
る
薬
剤
師

1
　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
確
立
し
、
医
療

の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、
薬
剤
師
に
よ
る

薬
剤
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
連
携

パ
ス
」
の
活
用
や「
退
院
時
共
同
指
導
」
に
よ
っ

て
、
薬
局
と
病
院
の
間
で
の
診
療
情
報
の
共
有

化
（
薬
薬
連
携
）
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

薬
局
の
公
共
的
な
役
割
が
進
展

2
　医
療
提
供
施
設
と
し
て
薬
局
が
調
剤
業
務
と

一
般
用
医
薬
品
の
販
売
を
併
せ
行
い
、
地
域
単

位
で
夜
間
・
休
日
の
医
薬
品
供
給
体
制
が
で
き

て
い
ま
す
。
信
頼
で
き
る
薬
局
・
薬
剤
師
を「
か

か
り
つ
け
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
化

し
、
医
薬
品
の
安
定
供
給
と
適
正
使
用
体
制
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
効・安
全
な
薬
物
治
療
に
貢
献

す
る
薬
剤
師

3
　薬
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
に
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
薬
剤
師
か
ら
医
師
へ
の
処
方
提
案

な
ど
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
で

は
、
薬
剤
師
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
回
診
に
参

加
し
、
有
害
事
象
の
回
避
、
薬
物
治
療
の
適
正

化
や
医
療
過
誤
の
防
止
、
感
染
症
対
策
管
理
な

ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

疾
病
の
予
防
や
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献
す
る
薬
剤
師

4
　薬
局
は
「
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
薬
剤
師

は
薬
と
健
康
の
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
認

識
さ
れ
、
医
師
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
血
糖
値
測
定
等
の
簡
易
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
薬
剤
師
は
、
検
査
結
果
に
基
づ

く
医
師
へ
の
受
診
勧
奨
や
生
活
指
導
な
ど
を
通

じ
て
、
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

在
宅
医
療・在
宅
介
護
の
進
展

5
　地
域
に
密
着
し
た
薬
局
が
日
常
業
務
と
し
て

在
宅
医
療
に
携
わ
り
、
患
者
・
家
族
と
の
関
り

を
通
じ
て
、
薬
剤
師
に
医
療
人
と
し
て
の
意

識
・
自
覚
が
醸
成
さ
れ
、
患
者
・
家
族
も
、
薬
剤

師
を
医
療
人
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
在
宅
訪
問
で
得
ら
れ
た
情
報
は
、
主
治
医

や
看
護
師
等
と
共
有
化
さ
れ
、
職
種
間
の
連
携

と
相
互
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
。

医
療
経
済
に
貢
献
す
る
薬
剤
師

6
　医
薬
品
の
選
択
や
変
更
等
に
関
す
る
薬
剤
師

の
裁
量
が
大
き
く
な
っ
て
、
国
民
・
患
者
の
信

頼
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
師
は
、

常
に
「
最
小
の
薬
剤
で
最
大
の
効
果
を
」
を
念

頭
に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進
や
残
薬
の
確
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春
～
す
べ
て
は
国
民
の
た
め
に
～

薬
剤
師
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

とても重要
32.4％

その他
1.0％

必要ない
1.4％

あまり必要では
ない
5.8％

重要
28.9％

行ってもよい
30.7％

●あなたは薬剤師が副作用の未然防止のために
バイタルサイン（体温・呼吸・脈拍・血圧など）を
確認することについて、どう思いますか？

必然の方向
55.2％

その他
1.4％

いずれについても
関わる役割ではない

1.5％

介護については
薬剤師の
範疇ではない
5.8％ ニーズがあれば

対応すべき
32.3％

●あなたは薬剤師が在宅医療や介護に関わるこ
とについて、どう思いますか？

認
・
整
理
等
に
よ
り
、
医
療
費
の
節
減
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用

し
た
情
報
の
共
有
化
の
進
展

7
　I
C
T
を
活
用
し
た
医
療
連
携
や
患
者
情

報
の
共
有
化

が
進
み
、
医

師
の
処
方
意

図
に
応
じ
た

服
薬
指
導
が

可
能
と
な

り
、
お
薬
手

帳
の
電
子
化

が
進
み
、
す

べ
て
の
国
民
が
自
分
の
服
薬
記
録
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
薬
局
を
活
用
し
た
感
染
症
発
生

状
況
の
情
報
収
集
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
薬
剤
師

8
　薬
物
乱
用
防
止
活
動
や
学
校
で
の
く
す
り
教

育
な
ど
が
積

極
的
に
行
わ

れ
、
薬
剤
師

が
医
薬
品
の

正
し
い
管
理

方
法
や
適
正

使
用
に
つ
い

て
の
啓
発
や

健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー

マ
シ
ス
ト
が
競
技
者
及
び
指
導
者
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
災
害
時
の
救
護
活
動
に

薬
剤
師
の
存
在
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
業
務
が
さ
ら
に
進
展

9
　リ
フ
ィ
ル
処
方
せ
ん
が
制
度
化
さ
れ
、
薬
局

薬
剤
師
は
、
研
修
を
受
け
た
後
、
在
宅
患
者
の

薬剤師将来ビジョンに関する薬局薬剤師向けアンケート
（平成23年11月〜12月）より

薬局利用等に関する患者アンケート調査
（平成23年11月実施）より

薬剤師将来ビジョンに関する薬局薬剤師向けアンケート
（平成23年11月〜12月）より

　日
本
薬
剤
師
会
で
は
、あ
ら
ゆ
る
職
域
に
従
事
す
る
薬
剤
師
の
将
来
像
と
そ
の
実
現

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
き
、薬
剤
師
の
意
識
改
革
と
本
会
事
業
の
根
幹
と
な
る

指
標
と
す
べ
く
、「
薬
剤
師
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

4
月
に
最
終
版
を
公
表
し
ま
し
た
が
、そ
の
概
要
と
し
て
、ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、高
齢
化
が

一
段
と
進
む
2
0
2
5
年
を
見
据
え
た
薬
剤
師
の
姿
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
ま
す
。

点
滴
の
設
置
・
交
換
、
褥
瘡
治
療
薬
の
貼
付
・
交

換
や
予
防
接
種
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
病
院
で
は
、
す
べ
て
の
病
棟
に
薬
剤
師
が

配
置
さ
れ
、
医
薬
品
に
関
し
て
包
括
的
な
責
任

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
定
薬
剤
師
・
専

門
薬
剤
師
等
が
、
医
師
と
共
同
で
患
者
の
薬
物

治
療
管
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
医
薬
品
を
創
生・供
給

す
る
薬
剤
師

10
　製
薬
企
業
に
お
い
て
、
薬
剤
師
が
総
括
製
造

販
売
責
任
者
は
じ
め
、
品
質
保
証
責
任
者
や
安

全
管
理
責
任
者
と
し
て
、
医
薬
品
の
研
究
開
発

か
ら
市
販
後
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
管
理
者
と
し
て
関
与
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
薬
学
生
実
務
実
習
に
よ
り
医
療

現
場
を
経
験
し
た
薬
剤
師
が
、
製
薬
企
業
や
医

薬
品
卸
販
売
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
・
調
査
研
究
の
進
展
・

充
実

11
　「
薬
剤
師
生
涯
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム

（
J
P
A
L
S
）」
を
す
べ
て
の
薬
剤
師
が
活
用

し
、
そ
の
成
果
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
薬
剤
師
会
と
大
学
と
の
交
流
・
連

携
が
活
発
化
し
、
薬
剤
師
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス

の
収
集
・
作
成
・
発
信
や
学
会
参
加
、
学
会
発
表

が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　本
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
他
の
医
療
資
格
者
に
比

べ
て
幅
広
い
職
域
で
活
躍
で
き
る
薬
剤
師
の
将

来
を
以
上
の
よ
う
に
描
い
て
い
ま
す
。
本
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
自
分
の
仕
事
が

人
々
の
た
め
に
貢
献
す
る
と
い
う
思
い
と
高
い

倫
理
観
を
持
ち
、
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
、
薬
剤
師
の

社
会
的
存
在
の
意
義
が
、
す
べ
て
の
国
民
に
周

知
さ
れ
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
に
は
邁
進
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●あなたにとって「薬局」とはどのようなところですか？

薬を調剤してもらうところ

OTC薬などを購入するところ

薬について相談できるところ

その他

無回答

健康や病気のことについて
相談できるところ

薬や病気以外の事でも、
気軽に相談できるところ

0 20 40 60 80

91.1

35.9

60.3

38.5

16.0

1.4

0.4

100（%）



1954
学校教育基本法
施行規則により

学校薬剤師が法制化

1959
国民皆保険制度

の発足

1963
薬局等適正配置
規定成立

1969
自民党

国民医療対策大綱に
分業推進の方針を明記

1974
処方せん料
50点に

1976
「薬剤師は悪魔の

手先か！？」
読売新聞全面広告

1978
医師会の1週間

分業

1981
薬価基準
大幅引き下げ1985

第一次医療法改正
　地域医療対策に初めて
「薬局」「薬剤師」が登場

1985
分業推進モデル
地区事業

1988
入院時調剤技術
基本料新設

1992
二次医療法改正
薬剤師が

「医療の担い手」に
1993

ソリブジン事件
1994
訪問薬剤
管理指導料

1997
国立病院処方せん
発行率70%を
指示される

1997
薬局のグランド
デザイン 1997

薬剤師法
「情報提供の義務」

2000
厚生労働省が

「健康日本21計画」
2000

介護保険制度
開始

2003
自民党

薬剤師問題議員懇談会
6年制にするべく
意見集約

2003
分業率50%
突破

2004
改正薬剤師法成立
薬学教育6年制

2006
第5次医療法改正

調剤を実施する薬局が
「医療提供施設」に

2009
医薬品新販売
制度施行 2010

診療報酬10年ぶりの
プラス改定

2011
調剤基本料の
一元化阻止2013

第5次地域医療計画
策定

2013
チーム医療のあり方を

検討

2013
一般用医薬品の

インターネット販売等の
新たなルールに関する

検討会

まだまだ課題は
山積みだ。

こうして道が
できたのね。

薬剤師のことを
わかってくれる
議員さんいないと
大変だ。

1984
石井道子氏、次点から
繰り上げ当選。

1989
石井道子氏、
再選

2001
藤井基之氏、
当選

2010
藤井基之氏、
当選

1995
石井道子氏、
3選

このころ分業が
始まったんだね。

薬剤師会の招聘により、
米国薬剤師協会調査団、

来日

議員立法で成立

薬剤師を鼓舞する全面広告。
業界では大論争が巻き起こった。

医薬分業元年

薬価差＝潜在的技術料
と、言われた時代。

これが大きいと分業が進まない。
前年に当選した石井議員の
働きかけが大きかった。 20年ぶりの

薬剤師参議院議員

特定看護師の制度化？

1949
GHQ医薬分業
実施を勧告

1949
GHQ医薬分業
実施を勧告

1951
医薬分業法
可決

1951
医薬分業法
可決

1956
医薬分業法
実施

1956
医薬分業法
実施
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制度施行 2010

診療報酬10年ぶりの
プラス改定

2011
調剤基本料の
一元化阻止2013

第5次地域医療計画
策定

2013
チーム医療のあり方を

検討

2013
一般用医薬品の

インターネット販売等の
新たなルールに関する

検討会

まだまだ課題は
山積みだ。

こうして道が
できたのね。

薬剤師のことを
わかってくれる
議員さんいないと
大変だ。

1984
石井道子氏、次点から
繰り上げ当選。

1989
石井道子氏、
再選

2001
藤井基之氏、
当選

2010
藤井基之氏、
当選

1995
石井道子氏、
3選

このころ分業が
始まったんだね。

薬剤師会の招聘により、
米国薬剤師協会調査団、

来日

議員立法で成立

薬剤師を鼓舞する全面広告。
業界では大論争が巻き起こった。

医薬分業元年

薬価差＝潜在的技術料
と、言われた時代。

これが大きいと分業が進まない。
前年に当選した石井議員の
働きかけが大きかった。 20年ぶりの

薬剤師参議院議員

特定看護師の制度化？

1949
GHQ医薬分業
実施を勧告

1949
GHQ医薬分業
実施を勧告

1949
GHQ医薬分業
実施を勧告

1951
医薬分業法
可決

1951
医薬分業法
可決

1951
医薬分業法
可決

1956
医薬分業法
実施

1956
医薬分業法
実施

1956
医薬分業法
実施
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　日本薬剤師会は、明治26年に創立されてから、今年で120周年を迎
えました。明治初めにドイツの医療制度にならって、この国に医薬分業
制度、薬剤師・薬局制度が制定されたのですが、それから20年余、政
府に何度請願しても一向に医薬分業は進まなかったことから、全国の
薬剤師達が団結し、政治活動によって医薬分業を勝ち取ろうと、日本
薬剤師会を創立したのです。まさに、日本薬剤師会は、薬剤師の政治
活動の拠点として生まれました。
　それから、120年を経た今日、医薬分業は65%に達し、ほぼ医薬分
業はこの国に定着したと言ってよいでしょう。しかし、少子高齢化に備
え、医療保険制度改革の議論が進む中、薬剤師は多くの課題を突き
付けられています。
　薬剤師は、医薬分業を通じて本当に医療の質の向上に貢献できる

自分の未来は、自分で作ろう
　　　　連盟は、今こそ若い力を必要としている

のか。薬剤師は地域包括ケア体制の一員として在宅医療や居宅介護
で一定の役割を果たすことができるのか。薬剤師は、チーム医療の中
でどのような役割を果たそうとしているのか。国民のセルフメディケー
ションを支え、一般用医薬品をツールとして国民の健康増進に寄与で
きるのか。
　これらの課題を克服するためには、国の医療や保健政策の中に、
薬剤師の役割、機能をしっかりと確立してゆかねばなりません。そのた
めには、政治力が必要です。
　どの時代にあっても、医薬分業推進や薬剤師職能の強化運動の先
頭に立ったのは、若い薬剤師達でした。若い薬剤師の皆さん。日本薬
剤師連盟や都道府県薬剤師連盟に参加して下さい。そして、自分の
未来は自分で作ろう。

日本薬剤師連盟　会長　児玉　孝
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今
回
の
紙
面
構
成
に
あ
た
り
、日
本
薬

剤
師
会・日
本
薬
剤
師
連
盟
の
歴
史
に
触
れ

る
機
会
を
得
ま
し
た
。薬
剤
師
の
職
能
を

確
立
し
よ
う
と
い
う
先
人
た
ち
の
動
き
は
、

今
の
制
度
の
中
で
生
き
る
も
の
と
し
て
敬

意
を
表
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

医
薬
分
業
の
仕
組
み
を
作
り
、会
の
内
外

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
の
に
は
、ま
さ
に
骨
身

を
削
る
よ
う
な
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
、日
本
で
は
年
間
7
億
枚
を
越
え
る

処
方
せ
ん
が
発
行
さ
れ
、分
業
率
は
67
・

6
％
に
至
り
ま
し
た
。日
本
全
国
に
薬
局
と

い
う
医
療
イ
ン
フ
ラ
が
い
き
わ
た
り
、病
院

で
は
薬
剤
師
の
病
棟
業
務
も
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。6
年
間
の
教
育
を

受
け
た
薬
剤
師
も
世
に
出
は
じ
め
、生
涯

学
習
の
シ
ス
テ
ム
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
現
状
に
鑑
み
る
と
先
人
達
も
思
い

描
い
て
い
た
薬
剤
師
像
、薬
局
の
あ
り
方
に

近
づ
く
た
め
の
駒
が
出
そ
ろ
っ
て
き
た
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、薬
剤
師
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
近
い
未

来
、薬
剤
師
が
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、患
者
か
ら
も
真
に
評
価
さ
れ
、他
の
医

療
職
種
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
薬
剤
師
像
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
薬
局
で
一
つ
一
つ
の
日
常
業
務
を
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
う
と
同
時
に
、現
状
か
ら
も

う
一
歩
踏
み
出
し
、薬
剤
師
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
時
期
に

来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
T・A
）

●
広
報
委
員

　
　

中
本　

行
宣
、
生
出　

泉
太
郎

　
　

渡
辺　
　

徹
、
大
橋　
　

均

　
　

根
本
ひ
ろ
美
、
大
澤　

泰
輔

　
　

豊
見　
　

敦
、
抜
井　

留
理
子

編 集
後 記

きゆとも井藤
国 会 レ ポ ー トReport

も と ゆ き

　第１８３回通常国会が召集されてから、２ヶ月以上が経過しました。この間、日
本経済を立て直すため「日本経済再生に向けた緊急経済対策」を閣議決定し、
その経済対策を実践するための１０兆円を超える規模の「平成２４年度補正予算
案」を２月末に国会において成立させることができました。いわゆるアベノミク
スを掲げての経済政策により、デフレからの脱却、急速な円高の是正等、社会か
らも一定の評価が得られていると考えます。
　また、２月の日米首脳会談により、希薄になっていた日米両国の信頼関係を再
構築できたのではないかと思われ、外交面でも着々と成果を上げてきておりま
す。これまでの政権では、その支持率は次第に落ちていくことが多かったので
すが、逆に上がってきています。この傾向が持続し、この夏の参議院選挙に勝利
し、参議院のねじれ状態を解消し、安定政権を構築したいと希望しています。
　国会の方は、昨年末の政権交代ということで、平成２５年度政府予算案の作成
が遅れたため、年度内の予算成立が叶わず、年度末の３月２９日（金）の参議院本
会議に暫定予算案が上程され、ぎりぎりで新年度の継続施策に穴を開けずにす
みました。暫定予算の期間は、５月２０日までとされていますので、それまでに予
算が成立するよう、国会手続きを進めていくことになります。
　さて、今国会においては、厚生労働委員会に復帰し、３月２８日には予防接種
法の改正法案の集中審議で質問に立ちました。その他、行政監視委員会と消費
者問題に関する特別委委員会の委員、国民生活・経済・社会保障に関する調査
会の筆頭理事をつとめています。更に、裁判官弾劾裁判所の裁判員にも選任さ
れ、訴追委員会で訴追された男性判事補の公判に裁判員として参加し、４月の
第2回公判では罷免の判決が宣告されました。この判事補は、昨年夏に電車内
で女性のスカートの中を盗撮し、現行犯逮捕されたものです。
　参議院選挙に向けて、自民党へのご支援をお願いします。

安倍政権への高い支持が続く
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　3月27日(木)、平成24年度定時評議員会が開催され、一般医薬品のネット販
売をはじめとする様々な本連盟の政治課題について報告された。また、組織強
化委員会における検討経緯等の本連盟活動についても報告された。
　欠員となっていた監事に大森章氏(北海道)を選出後、平成25年度事業計画・
責任負担金の額・収支予算・借入金限度額等の執行部提出議案が、責任負担金
の徴収についての付帯決議とともに可決された。
　また、2月6日(水)に開催された平成24年度第2回臨時評議員会の方針によ
り次回参議院選挙における推薦候補である自民党公認の衛藤晟一氏・木村隆
次氏の2名に推薦状が交付された後、第23回参議院通常選挙の対応が確認さ
れ、衛藤晟一氏を重点候補とし、各都道府県連盟との調整を行いながら、実質
的な支援活動がスタートした。

平成２４年度 定時評議員会開催

一
般
用
医
薬
品
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
動
き

　現
在
、「
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
等
の
新
た
な
ル
ー
ル
」づ
く
り
の
た
め

の
検
討
会
が
開
か
れ
て
い
る
。月
2
回
ほ
ど
の

会
議
が
開
催
さ
れ
、こ
の
夏
ま
で
に
は
検
討
会

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　一
方
、政
府
の
規
制
改
革
会
議
に
お
い
て

は
、2
月
25
日
、一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
4
項
目
の
最
優
先
議
題
を

決
め
た
。成
長
戦
略
を
ま
と
め
る
6
月
ま
で

に
規
制
改
革
の
方
向
性
で
結
論
を
出
す
べ
く

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　ま
た
、産
業
競
争
力
会
議
で
は
、W
G
に
お

い
て
、某
委
員
が
対
面・書
面
交
付
原
則
の
撤

廃
の
必
要
性
な
ど
を
入
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
発
表
し
て
い
る
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
検
討
会
に
は

日
薬
か
ら
生
出
副
会
長
が
委
員
と
し
て
参

加
、発
言
を
し
て
い
る
が
、こ
の
会
議
は
当
初

か
ら
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
あ
り
き
の
中
で
進
ん
で
行
き
そ
う
な
様
相

で
あ
る
。

　日
本
薬
剤
師
会
は
薬
剤
師
職
能
団
体
と

し
て
の
立
場
か
ら
、一
般
用
医
薬
品
の
適
正

な
供
給
に
当
た
っ
て
は
適
正
使
用
及
び
安
全

性
に
つ
い
て
担
保
す
る
為
に
、生
活
者
と
の

即
時
性・確
実
性
を
有
す
る
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
対
面
販
売
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。い
ず
れ
に
せ

よ
薬
剤
師
が
薬
局
等
店
頭
に
お
い
て
実
際
に

現
場
で
、ど
れ
く
ら
い
の
生
活
者
に
対
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
一
方
方
向
の
情
報

提
供
と
の
違
い
を
理
解
さ
せ
、い
か
に
き
め

細
か
な
対
応
で
き
る
か
が
鍵
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。ま
た
、一
般
用
医
薬
品
の
供
給
の
み
で

な
く
、調
剤
さ
れ
た
医
薬
品
の
供
給
に
お
い

て
も
き
め
細
か
な
対
応
が「
医
薬
分
業
の
メ

リ
ッ
ト
論
」へ
の
批
判
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

公益社団法人　日本薬剤師会
常務理事 藤原英憲

　2
月
20
日
（
水
）
自
民
党
本
部
に
て
、

4
月
10
日
（
水
）
東
京
会
館
に
て
、
標

記
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に
て
、

各
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
よ
り
推
薦
さ

れ
た
自
由
民
主
党
薬
剤
師
問
題
議
員
懇

談
会
（
会
長
／
伊
吹
文
明
衆
議
院
議
員
、

幹
事
長
／
松
本
純
衆
議
院
議
員
、
事
務

局
長
／
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
）
へ
の

加
入
候
補
者
（
衆
78
名
、
参
11
名
）
に

つ
い
て
、
了
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

計
2
0
3
名
と
な
っ
た
。

自由民主党
薬剤師問題議員懇談会世話人会が
開催される

風力
計

都道府県
薬剤師連盟主催
若手フォーラム
開催報告

四国（2月10・11日）

北陸三県（2月16・17日） 大阪（3月2・3日）

栃木（3月3日）

青森（3月9日）

熊本（3月16・17日）

茨城（3月9・10日）

岡山（3月10日）

山梨（3月23日）



　

日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、
2
月
6
日
（
水
）、
平
成
24
年
度
第
2
回
臨

時
評
議
員
会
を
開
催
し
、
本
年
7
月
に
実
施
さ
れ
る
予
定
の
第
23
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
に
対
す
る
本
連
盟
の
基
本
方
針
を
審
議
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
回
選
挙
に
お
い
て
は
、
組
織
内
統
一
候
補
の
擁
立

は
せ
ず
、
全
国
比
例
区
に
立
候
補
予
定
の
衛え

と
う藤
晟せ

い
い
ち一
（
参
議
院
議
員
・

自
民
党
現
職
公
認
）
及
び
、
木き

む
ら村
隆り

ゅ
う

次じ

（
自
民
党
新
人
公
認
）
の
両

氏
を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
衛
藤
議
員
を
本
連
盟
の
重
点
候
補

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
連
盟
は
、
こ
れ
ま
で
参
議
院
議
員
選
挙
の
全
国
比
例
区
に
つ
い
て

は
、
昭
和
59
年
、
平
成
元
年
、
平
成
7
年
に
は
石
井
道
子
氏
を
平
成
13

年
、
平
成
16
年
小
西
恵
一
郎
氏
、
平
成
19
年
、
平
成
22
年
藤
井
基
之
氏

を
組
織
内
統
一
候
補
と
し
て
擁
立
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
本
連
盟
は

本
来
6
年
ご
と
の
組
織
内
統
一
候
補
擁
立
を
基
本
方
針
と
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
基
本
方
針
に
も
ど
り
、
統
一
候
補
は
擁
立
せ
ず
、
両
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
薬
剤
師
問

題
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
支
援
を
中
心
し
と
ま
す
が
、
各
都
道
府
県

に
お
け
る
状
況
に
応
じ
て
、
推
薦
候
補
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
薬
連
盟
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

両
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
左
記
の
通
り
で
す
。

薬
剤
師
、薬
局
を
巡
る

政
治
的
課
題

　

超
高
齢
社
会
に
備
え
、
医
療
保
険
制
度
の

抜
本
的
改
革
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
で
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
な
ど
が
議

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

医
療
、
医
療
保
険
制
度
が
ど
の
よ
う
な
方
向

に
進
ん
で
い
く
の
か
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

来
年
4
月
に
は
、
医
療
費
改
定
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
復
興
や
経
済
対
策
の

た
め
膨
大
な
国
家
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る

中
、
医
療
費
改
定
の
財
源
の
確
保
を
巡
っ
て

厳
し
い
議
論
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
府
規
制
改
革
会
議
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
一
般
用
医
薬
品
販
売

の
規
制
緩
和
、
混
合
診
療
緩
和
、
電
子
処

方
せ
ん
、
遠
隔
診
療
、
健
康
食
品
の
効
能

拡
大
等
の
テ
ー
マ
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
、
厚
労
省
の
「
一
般
用
医

薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
新
た
な

ル
ー
ル
に
関
す
る
検
討
会
」
が
審
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
今
後
の
景
気
動
向
を
見
つ
つ
、

平
成
26
年
に
は
消
費
税
8
%
へ
の
引
上
げ

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
国
政
に
薬
剤

師
、
薬
局
の
声
を
届
け
る
た
め
に
は
、
政
治

活
動
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。
今
回
は
、
組

織
内
候
補
の
擁
立
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

薬
剤
師
を
理
解
し
、
支
援
し
て
い
た
だ
け
る

経
験
豊
富
な
国
会
議
員
を
一
人
で
も
多
く
増

や
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
昨
今
、

若
い
世
代
の
政
治
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
薬
剤
師
は
、
法
律
制
度
に
よ

る
規
制
の
下
で
そ
の
業
務
を
果
た
し
て
お

り
、
国
政
の
動
き
は
薬
剤
師
の
将
来
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
全
て
の
薬
剤
師
の
、
政
治

に
、
そ
し
て
次
期
参
議
院
議
員
選
挙
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

4
月
10
日
（
水
）、
自
由
民
主
党
「
薬
剤
師

問
題
議
員
懇
談
会
」（
以
下
、「
議
員
懇
」）
が

東
京
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
議

員
懇
世
話
人
会
、
総
会
に
続
き
、
議
員
懇
と
日

本
薬
剤
師
連
盟
及
び
都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
会

長
、
幹
事
長
と
の
懇
親
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。

議
員
懇
総
会
に
は
合
計
1
6
3
人
が
出
席
し

ま
し
た
。（
本
人
出
席
1
0
7
人
・
代
理
出
席

56
人
）

　

議
員
懇
は
、
薬
剤
師
問
題
に
理
解
を
示
さ

れ
て
い
る
国
会
議
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
衆
議
院
議
員
1
5
5
名
、
参
議

院
議
員
48
名
、
計
2
0
3
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
会
長
に
は
伊
吹
文
明
衆
議
員

（
現
衆
議
院
議
長
）
が
、
ま
た
、
議
員
懇
世
話

人
に
は
別
表
の
議
員
が
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
懇
は
、
こ
れ
ま
で
、
例
え
ば
薬
学
6
年
制

審
議
に
際
し
て
、「
薬
剤
師
教
育
検
討
チ
ー
ム
」

を
設
置
、
6
年
制
実
現
の
原
動
力
と
な
る
な

ど
、
薬
剤
師
問
題
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
の

検
討
、
議
論
の
場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
は
来
年
4
月
に

予
定
さ
れ
る
診
療
報
酬
、
調
剤
報
酬
改
定
及
び

現
在
、
厚
生
労
働
省
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の

規
制
緩
和
問
題
の
2
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
要
望

書
を
提
出
し
、
理
解
と
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

診
療
・
調
剤
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
震
災
復

興
等
国
家
財
政
の
厳
し
い
中
で
の
議
論
で
あ

り
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
販
売
問
題
に
つ
い
て
は「
規

制
改
革
会
議
」
が
規
制
の
全
面
解
禁
を
求
め
る

な
ど
厳
し
い
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。
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日 薬 連 盟 だ よ り

衛え

と

う藤 

晟せ
い
い
ち一（

参
議
院
議
員・自
民
党
現
職
公
認
）、

木き

む

ら村 

隆り
ゅ
う

次じ

（
自
民
党
新
人
公
認
）の
両
氏

次期参議院議員選挙、
日薬連盟推薦候補決まる
次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、次期参議院議員選挙、
日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる日薬連盟推薦候補決まる

社会保障政策の第一人者　衛藤 晟一 氏

●現参議院議員、現内閣補佐官
●薬剤師問題議員懇談会世話人
●大分県出身
衆議院議員、参議院議員を通じ、医療、年金、薬事、保険、福祉等、厚生労働
政策分野を専門に国政に携わってこられた自民党の社会保障政策の第一
人者である。
①�平成２年、大分1区から衆議院議員初当選
②�平成６年８月から連続三期にわたり、自民党社会部長（現厚生労働部会）
③平成１５年１１月、衆議院厚生労働委員会委員長就任
④平成１６年９月、厚生労働副大臣就任
⑤�平成１９年７月、参議院銀選挙全国比例区、当選、同年８月自民党政調の厚生労働
部会長就任
⑥平成24年12月、内閣総理大臣補佐官

薬剤師かつ介護専門家　木村 隆次 氏

●青森県薬剤師会長
●日本薬剤師会理事
●日本介護支援専門員協会会長
薬剤師、青森県薬剤師会長、日本薬剤師会常務理事として、また、厚労省関
係審議会委員として活躍してきた。また、平成15年から日本介護支援専門
員協会会長として、介護分野でも活動している。
①�青森県薬剤師会会長、薬剤師、日本介護支援専門員協会会長
②平成12年〜平成24年、日本薬剤師会常務理事
③平成15年、日本介護支援専門員協会会長就任

プ ロ フ ィ ー ル

発行所●�日本薬剤師連盟 
〒160-0004  
東京都新宿区四谷4-3  
ケイアイ四谷ビル 
TEL（03）3225-3100 
FAX（03）3225-3200

発行月●�1月・4月・7月・10月

平成25年（2013年）
4月20日発行
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春POWER!
自由民主党薬剤師問題議員懇談会世話人 敬称略順不同

会 長 伊吹　文明 京　都 衆議院
世 話 人 保岡　興治 鹿児島 衆議院
世 話 人 丹羽　雄哉 茨　城 衆議院
世 話 人 町村　信孝 北海道 衆議院
世 話 人 河村　建夫 山　口 衆議院
世 話 人 鈴木　俊一 岩　手 衆議院
世 話 人 衛藤　晟一 比　例 参議院
世 話 人 山本　幸三 福　岡 衆議院
世 話 人 田村　憲久 三　重 衆議院
幹事長兼会長代行 松本　　純 神奈川 衆議院
事 務 局 長 藤井　基之 比　例 参議院
事 務 局 次 長 とかしきなおみ 大　阪 衆議院

平成25年2月20日

自由民主党　薬剤師問題議員懇談会総会

自由民主党薬剤師問題議員懇談会・日本薬剤師連盟　合同懇親会

薬
剤
師
問
題
議
員
懇
談
会
、開
催
さ
れ
る

連
盟
、次
期
調
剤
報
酬
改
定
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
ネ
ッ
ト
販
売
問
題
で
要
望
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　超高齢社会に備え、国民皆保険体制を守るために、社会保障制度改革国民会議で議論が進められている。また、国の経済成長政策として、規制改革会
議が再び動き出している。ＯＴＣ医薬品のネット販売問題や電子処方せんの推進、等の検討課題が挙げられている。いずれの問題も、医薬分業や、薬剤師
の仕事、薬局経営にも大きな影響を与えるものばかりだ。
　日本薬剤師連盟は、国民の生命や健康を守るための薬剤師の活動基盤を作るために、政治活動を展開している。国政に薬剤師の声を伝えるために。

　昨年8月、「社会保障制度改革推進法」が制定され、公
布された。この法律は、「急速な少子高齢化の進展等に
よって社会保険料に係る国民の負担は増大し、また国、
地方の保険財政状況が悪化していることから、社会保障
制度改革について、社会保障制度改革国民会議を設置
するなどによって、総合的かつ集中的に推進する」ことを
目的としている。
　そして、「自助、共助及び公助」を基本的スタンスとし
て、制度改革を進めていくこととし、保健、医療、医療保
険については、次のような改革を行うこととしている。
　①�健康の維持増進、疾病の予防及び早期発見等を積

極的に促進するとともに、医療従事者、医療施設等
の確保及び有効活用等を図る。

　②�医療保険の財政基盤の安定化、保険料負担の公平
の確保、保険給付の対象となる療養の範囲の適正
化等を図る。

　③�医療は、個人の尊厳が重んぜられ、患者の意思がよ
り尊重され、特に人生の最終段階を穏やかに過ごす

ことができる環境を整備する。
　④��今後の高齢者医療制度については、必要に応じて、

社会保障制度改革国民会議において検討する。
　推進法に基づいて、国は「社会保障制度国民会議」を
設置し、審議を開始した。3月27日、には、日本薬剤師
会、日本歯科医師会、日本看護協会、日本病院会等医療
関係団体が、内閣府で開催された国民会議に呼ばれ、意
見を求められた。日本薬剤師会は、意見書及び関連資料
を会議に提出した。
　国民会議はこの8月
までに今後の改革の方
向をまとめることとして
いるが、新たな社会保
障制度の中で、薬剤師、
薬局はどのように位置
づけられ、どのような役
割を担うことになのる
だろうか。

　「社会保障と税の一体改革大綱」では、医療、年金等の
社会保障制度について、今後推進すべき基本的施策を掲
げているが、次のような、薬剤師、薬局に直接係る事項も
挙げられている。
　①地域包括ケアシステムの構築
　②在宅医療の推進
　③チーム医療の推進
　④後発品の使用促進
　⑤�高度な知識・判断が必要な一定の行為を行う看護師

の能力を認証する仕組みの導入、いわゆる「特定看
護師制度」の創設

　⑥�消費税を2014年には8%、2015年には10%へと段
階的に引き上げ

　消費税は、今後の景気動向などを見ながら、平成26
年には8%、平成28年には10%に引き上げられることと
なっている。現行の消費税法は、医療保険に係る費用に

ついては、「非課税」としており、国民には5%の消費税は
課されていない。「医療に税を課さない」のは当然の措置
であるが、その一方、病院・診療所、薬局には、医薬品や
医療器材等の仕入れ、購入には消費税が課されている。
消費税引き上げによって医療機関、薬局の税負担は平成
28年には現在倍になることになる。
　このため、日本薬剤師
会は、日本医師会等とと
もに、医療保険について
も消費税の課税対7%
象とし、ただし軽減税率
を採用することにより国
民への課税率をゼロと
する等、医療機関、薬局
の消費税負担を軽減す
るよう要請している。

　東日本大震災からの復興、経済再生等のため13兆円
の大型補正予算が組まれるなど国家予算は厳しい状況
にあるが、来年4月には2年に一度の診療報酬・調剤報
酬改定が予定されている。保険医療費は、現在、約40兆
円に達しており、これを1%引き上げるだけで、4,000億
円（国庫負担で1,000億円）の財源が必要であり、医療
費引上げは大きな政治マターである。平成26年度の予
算編成に向けて、この夏前には医療費改定の議論が始
まる。
　今、医薬分業の進展によって調剤報酬は増加しつつあ
るが、これに対し厳しい声が聞かれるようになっている。
しかし、調剤報酬の増加は、処方箋発行が依然として続

いている中で当然の結果である。また、調剤報酬は75%
近くが薬剤費で占めている。ここ数年、高齢の患者の増
加により、複数受診、複数薬剤・長期処方が増加してお
り、さらにその比率は増えつつある【別掲図】。その上、長
期処方の導入（処方期間制限の撤廃）により、2〜3カ月
処方も増加もあって、むしろ調剤技術料は相対的に減少
している。更には、後発品の使用促進による在庫の増、
薬剤師不足による人件費の高騰など薬局の経営コスト
は大きくなっているのが実情である。
　加えて、来年は消費税の引き上げによる税負担の増を
考えれば、次期調剤報酬改定に向けて私たちはそうした
薬局経営の実態を国政に訴えてゆかねばならない。

◦薬剤師・薬局を巡る課題◦

社会保障制度改革

社会保障と税の
一体改革、そして
消費税の引き上げ

次期診療報酬・
調剤報酬改定

1

2
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石破茂、浜田靖一両衆議院議員と
（平成23年4月4日）

安倍晋三総理大臣と（平成23年4月4日）


